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区長と区民のダイアローグカフェ 

令和５年９月２７日 

 

【広報課長】 

 皆様、こんばんは。 

 ただいまから区長と区民のダイアローグカフェを始めさせていただきます。 

 本日はお集まりいただきましてありがとうございます。 

 初めに、区長よりご挨拶をお願いします。 

【区長】 

 コロナ禍で、なかなかこういう直接対話の機会をつくれなかったんですけれども、久しぶり

にダイアローグカフェということで、今日は皆さんにお集まりいただきました。 

 ○○さんと○○さんは既にこのダイアローグカフェは参加をされているということで、お互

いリスペクトしながら前向きに話をまとめて、みんなで結論をつくれたらいいだろうという会

なので、最後までよろしくお願いしたいと思います。 

【広報課長】 

 ありがとうございます。 

 それでは、私のほうから、始まる前に確認事項を何点かご説明いたします。 

 本日の内容については、先ほどもありましたとおり、会議録として録音させていただきます

ので、よろしくお願いします。後ほど、会議録として情報提供させていただきます。ただし、

発言者のお名前など、個人情報を除いて作成いたしますので、対話では忌憚のないご発言をい

ただければと思います。 

 それでは、早速入っていきますが、本日のファシリテーターをお願いしているノブさんをご

紹介をさせていただきます。 

 ノブさんは、文京区根津で長年にわたり地域に住む方が気楽に対話する場をコンセプトとし

たカフェを経営されておりました。文京区が開催したイベントにご相談いただいたことをきっ

かけに、このダイアローグカフェの企画と運営をお願いしております。 

 現在は、医療現場で働く方たちを対象にした対話を生かした研修や講演活動を広く展開され

ております。 

 最後に、本日の会場をご紹介させていただきます。 

 本日は、ノブさんからのご紹介の下、千駄木露地さんに会場を貸出しでお借りしております。
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露地さん、ありがとうございます。 

 ダイアローグカフェは、区民の皆さんと区長とがリラックスした雰囲気でいろいろお話しし、

自由な意見交換を通じて話し合っていくというところが目的ですので、よろしくお願いいたし

ます。 

 前置きが長くなりましたが、これより対話を始めさせていただきます。 

 ここからは、進行はノブさんにお願いしたいと思います。お願いいたします。 

【ファシリテーター】 

 皆さん、こんにちは。ノブと申します。 

 このカフェは、みんなあだ名で呼び合いたいと思っておりますので、ノブさんという形でよ

ろしくお願いします。なので、区長さんのあだ名もピロリンです。 

 では、この形で進めていきます。 

 自己紹介を後ほどしていただきますけれども、そういう形でよろしくお願いします。 

 まず初めに、今日配らせていただきました資料にのっとって、このやり方について、少し私

のほうから説明申し上げます。 

 この会は、一応８時半終了になっていますけれども、少し早めに始まりましたので、数分早

く終われるといいかなぐらいのイメージで進めたいと思いますが、多少ずれる可能性もあるこ

とはご承知おきください。 

 この後、皆さんの自己紹介してもらった後、皆さん、宿題でプランシートというのを出して

いただいたと思うんですけれども、こちらを使って自己紹介を、１人１分でお願いしています。

結構短いんですけれども、自己紹介とプランシートの説明をお願いします。 

 それが終わったら、皆さんに共通することを少しテーマに上げて、それでアイデア出しをし

ていきたいなと思っております。何か１つのプランをつくろうというより、いろんなアイデア

を出すということが目的なので、基本的に皆さん、思ったことは気楽な感じでおっしゃってい

ただいていいんですが、１つここでルールがあります。アイデアを言うときには、附箋にキー

ワードを書いてからお願いをしたいんです。しかも、そのときに、私のほうからどうぞってお

願いをしますので、附箋を、キーワードを説明しながら、どんな思いで書いたのか、どんな意

見なのかということを聞かせていただきたいなと思います。 

 すみません、もう一つだけお願いします。１人１回のそのキーワードが当たったときの発表

は、１分ぐらいに収めていただきたいです。いろんな方が順番に順番に、その札を使ってお話

をしていただいて、いろんなアイデアがこの模造紙の上に出るようにしたいと思います。なの
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で、ちょっとお話長いなと思ったら、私のほうからちょっと言葉を挟ませていただきますので、

その辺ご承知おきください。お願いします。 

 口頭に出たもの、あるいは発言した内容とかは、先ほど区のほうから説明ありましたけれど

も、区の関係の職員の方々に共有されますので、忌憚のない感想、意見をいただきたいなと思

っております。 

 ここに新しく皆さんの意見が出し終わりましたら、最後、区長のピロリンから言葉をいただ

いて、８時半前には終わりたいなというふうに思っています。どうぞよろしくお願いいたしま

す。 

 ここまでざっくりした説明申し上げたんですけれども、ここまでで何かご質問ありますか。

とりあえずやってみようよという感じでしょうか。 

 では、ひとまず、今回のテーマは、区の施政方針で、区長がお話しされた中から取ってきて

いるんですけれども、区民が健康で安心な生活を送るためにはということで、皆さんにアイデ

アを出していただきました。どうですか。 

 そのプランが、プランシート。この中で、自分のプランシートは今、何番目だなって分かり

ますか、大丈夫ですか。 

 では、先ほど申し上げましたけれども、１人１分ぐらいで、短時間で申し訳ないんですけれ

ども、自己紹介かねて、プランシートにどんなことを書いたよというのを教えていただきたい

なというふうに思います。 

 この１枚目、プラン名称も３つあって、結構ちょっと、もしかすると内容が濃いかもしれま

せんけれども、このプランシートを書かれた方はどなたですか。 

【参加者】 

 はい。 

【ファシリテーター】 

 じゃ、○○さんから、自己紹介とこのプランシートの説明をお願いします。 

【参加者】 

 はじめまして、○○です。 

 もう私は、文京区小日向で生まれて、千駄木で育って、ただいま大塚に住んでおります。区

内点々としております。 

 今回のプランシートにつきましては、健康とか安心とかという意味で、今年の夏に経験した

猛暑の一番ひどかった頃に、リビングのエアコンが故障したという事件に遭遇し、もう死ぬか
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と思いましたみたいな感じだったので、そのときに、スポットクーラーというんですかね、駐

輪場の入り口の守衛さんが浴びているみたいな、ああいうの、多分イベント用とかあるかもし

れないかなとかって思って、そういうのが貸し出していただけるとかあるといいなというふう

に思ったというのが。本当に死ぬかと思ったんです、37度超えたときにリビングにいて、もう

どうしようかって。たまたまほかの部屋がついたんで大丈夫だったんですけれども。 

 あと２と３は、最近にスポーツイベントのお知らせとかがあったりとかしたんですけれども、

じゃあとかって思って、なかなか中身を見ると、大人が参加しにくかったりとか、大人がもう

ちょっと具体的にスポーツとして、健康のための運動とかじゃなくて、スポーツとしてできる

といいなとかって思ったということで書きました。 

 あとは、ちょっと歩道が狭いなという話なんで、あんまり話し合うとかって話じゃなくて、

そんなところです。 

【ファシリテーター】 

 ありがとうございます。 

 今ので１分ちょっと、１分10秒ぐらいだったんで、今みたいな感じで、すごくいい感じで話

ししていただきました。ありがとうございます。 

 いろいろと聞きたいことはあるけれども、これは後ほどにしましょう。 

 では、２つ目、まちが大好きという方。 

【○○】 

 はい。 

【ファシリテーター】 

 では、○○さん、お願いします。 

【参加者】 

 ○○と申します。 

 文京区では、文京区100人カイギですとか下町サミットですとか、そういった町のみんなが

仲よくなるようなイベントを開催しております。それで、プラン名称は、まちが大好き、みん

な知り合い作戦ということなんですけれども、私は３つほどコミュニティーを運営しているん

ですが、その中にあるのは、やっぱり皆さんが知り合いになることによって、仲よくなれば、

何となく顔見知りで、深刻な相談をしないでも、何となく町がいい感じに回っていくなという

のを見ていまして、１つの事例が、この並びの町会になるんですが、千駄木サポーターズとい

う町を掃除するイベントを開催している町内会長さんがいて、それがすごく町を１つにしてい
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るなというのがあって、いざというときの防災にも、みんなが顔見知りだとすごく役に立ちま

すし、とてもいい事例だなと思ったので、これが１つご紹介したい事例です。 

 もう一つは、向丘にあるルーラルコーヒーというお店があるんですけれども、普通のお店で

はあるんですが、お年寄りから子育て中の方まで集まって、みんなでわいわい楽しくコーヒー

飲んでいるという。ただの喫茶店といえば喫茶店なんですが、何かこう、カウンターが手前に

あって、奥にみんなが好きなだけ座っていていいよという感じなので、いやすいんですね。そ

ういうところで、みんな仲よくなれたらいいなと思います。 

 取りあえず、以上です。 

【ファシリテーター】 

 ありがとうございます。 

 では、続いて、シルバーズラブ文京。 

【参加者】 

 はい。私です。 

【ファシリテータ―】 

 お願いします。 

【参加者】 

 ○○、あるいは○○ちゃんとお呼びください。 

 千駄木に71年前に生まれて、ずっとそこに住んでいます。ただ、68歳まで文京区外で働いて

いたので、この地域でいろいろし出したのは本当に３年ぐらい。ここに書いてあるように、子

どもたちと私のようなシルバー世代が楽しく安心して生活できたらばいいなというふうに思っ

て、この３つを書きました。 

 カルチャーセンターですばらしい仲間と今、楽しみを広げています。それから、千駄木小学

校、私の母校なんですが、そこの育成室で指導補助員で２年間やってきました。子どもたちと

いろいろとできたことは、非常に自分の糧になっています。それから、シルバー人材センター

で、すぐそこにある汐見小学校の学校管理を紹介してもらって、４人のシルバーでチームを組

んで仕事をしています。こんなような人のためになれることもできているのは、とてもいいな

と思っているので、子どもとシルバーの楽しく安心して生活できる文京区にしてもらいたいと、

これからも、そう思っています。 

 以上です。 

【ファシリテータ―】 
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 ありがとうございます。 

 続いて、「暮らしの保健室」 

【参加者】 

 ○○と申します。よろしくお願いします。 

 千石に住んで約20年たちます。10年ほど前から社共のプランを使って、子ども食堂ないしふ

れあいいきいきサロンを、千石と白山地域で運営しています。今やっているところは白山２丁

目なので、植物園のちょうど入り口になるんですけれども、ワークスペースさきちゃんちとい

うところがあって、そこで両方とも今、やっています。 

 この健康というテーマでしたので、子どもを含めて多世代にわたり、病院とかそういうとこ

ろに行くほどではないけれども、健康状態を相談できる場所の必要性を感じているところ、ワ

ークスペースで看護師さんがいらっしゃいまして、暮らしの保健室の開設を提唱をしていると

いうことで、さきちゃんちでもそれはできるということで、取りあえず９月24日にオープニン

グイベントをやりました。そこを起点として、今後は医療相談的な窓口の役割もこちらがから、

誰かと話したいときとかお茶を飲んで一息つきたいとき、そのようにほっとする場所、カフェ

を展開したいというふうに考えております。 

 以上です。 

【ファシリテーター】 

 ありがとうございます。 

 では、最後になるかなと思います。 

【参加者】 

 ちょっと自己紹介も書かせていただいたので、このままちょっと読み上げさせていただきま

す。 

【ファシリテータ―】 

 お名前をおっしゃっていただいて。 

【参加者】 

 すみません、○○です。よろしくお願いします。これ、家で練習したら40秒でした。 

 私は、新卒でＩＴ企業に就職して、ウェブサイトとかを作っていたんですけれども、一番上

の子どもが産まれたことをきっかけにフリーランスに切り替えて、今は３人目を産み終わって、

ＰＲ企業で経営企画で復帰しました。家族は、夫と小学生２人、男子と乳児、女の子１人の５

人家族です。私自身は地方出身の転勤族家庭で、主に九州、大阪とかで育って、大学から東京
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で、夫が文京区の人なので、文京区千駄木に夫と結婚してから移り住んできました。 

 様々な場所に住んだこともある私ですが、子どもたちを通して文京区にお住いの方々と触れ

合うたびに、何てすてきなまちなんだろうと感激していて、今まで養育もそうなんですけれど

も、例えば、子どもが鍵を忘れて家に帰ってきたときに、お向かいのおじいちゃんが家の前で

ずっと話し相手になっていてくださったりですとか、あとは剣道やサッカーとか、地元のスポ

ーツ団で子どもたちがお世話になっていたりですとか、本当にいろんな方にかわいがっていた

だいて子育てができているので、私も何か文京区で恩返しができるんではないかなと思って、

今回何かのきっかけになればと思って応募させていただきました。 

 いろいろなプランは、やはり文京区、いろいろな施設もありますし、優秀な大学もいっぱい

あって優秀な大学生がいっぱいいるので、その大学生であったりとか、地域の引退されたお年

寄りであったりとか、あとは子どもたちがいろいろと関わり合いながら生きていけるまちづく

り、○○さんがさっきおっしゃっていた、声をかけ合えば、それが防犯にもなりますし、きっ

と楽しいまちづくりになるということですので、やはり人と人とが関わり合える文京区のまち

づくりをしていけたらいいなと思っています。 

 以上です。 

【ファシリテータ―】 

 ありがとうございます。 

 こういうふうな面々で、今日はあと１時間ぐらい過ごしていきたいと思いますけれども、こ

こから、実際にじゃあどうしようかというところですが、この模造紙を使って、みんなでアイ

デアを出していくんですけれども、今日、先ほどおっしゃっていただいたキーワードを、ちょ

っと私のほうでピックアップしてみました。この中から、みんなで、ここのメンバーで、どう

せだったらもっとアイデア広めたいなというようなことをテーマにして、それでアイデア出し

をしていきたいんですね。 

 自分の中からもでもいいし、ここにはなかったものであってもいいんですけれども、こんな

テーマでもっと話ししてみたいなというのがあれば、遠慮なく。どうでしょうか。 

 ちょっと幾つかあったのが、今日、ごめんなさい、基本のテーマは、それを忘れちゃいけな

いですね。区民が健康で安心な生活を送るために。複数あったのが、多世代交流とか、あとは

地域あたりが、複数意見としては出たかなというふうに思いますけれども。 

【参加者】 

 発言するときには、これを書いて発言する。 
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【ファシリテータ】 

 でも、今まず、みんなで何を話そうかというところを、まず相談したいですね。それが決ま

ったら、こういうのについてもっとアイデアを出してください。 

【参加者】 

 子どもとシルバーと言ったんですけれども、子どもとシルバーが安心して生活できるという

ことは、働く世代の人たちが本当に安心して働けるという環境になると思うので、例えば、自

分がちょっと働いた育成室なんかは、６時半まで、あるいは６時半過ぎまでお父さん、お母さ

んが働いていて、疲れた体で迎えに来る。でも、子どもが笑顔でお母さんと言ったら、お母さ

んは安心するだろうし。 

 ただ、いつも人手不足だったんですよね。 

【ファシリテータ―】 

 ちょっと待ってもらって、具体的な。 

 今のは、○○さんは、安心してできる多世代交流のことを、もう少しみんなで話したいなと

いう感じですか。 

【参加者】 

 そうですね、はい。 

【ファシリテータ―】 

 いいですね。どうですか、いい感じ。 

 ピロリンはどうですか、大丈夫ですか。 

【区長】 

 はい。 

【ファシリテータ―】 

 そうしたら、今の○○さんの意見もちょっともらいながら、例えば、安心して多世代交流が

できる場所、空間、人、機会、何がいいですか。どんなことを、みんなでアイデア出していき

たいですか。 

【参加者】 

 恐らく、もう既にカフェとか子ども食堂をやっていたりして、実際は存在しているんだと思

うんですけれども、どうしても、文京区は文京区とはいえ、私は千駄木でずっと生活している

んですけれども、白山とか大塚とか、大塚は前に実家があったので行ったりはするんですけれ

ども、大塚とかに行くことはないんです。やっぱり自転車圏内で千駄木の人だと谷根千とか、
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台東区とか北区とかもありながらなんですけれども、そのカフェの存在を知っていれば行く人

もいるんですけれども、その知るきっかけがなくて。 

【ファシリテータ―】 

 知るきっかけ。じゃ、今あるものをより生かしたい。 

【参加者】 

 より生かしたいと。あと、恐らく母数はそんなにないのかなと思っているので。 

 子ども食堂、それこそコロナ禍とかは母子でちょっと孤独がちになった人が行ったりとか。

結局、ご飯を食べたいからではなくて、いかに文京区は、共働きでハードなご夫婦が多くて、

本当お母さんと子ども、お父さんと子どもで、誰か大人としゃべりたいという親が子どもを連

れていくみたいな使い方をしている方が近所では多かったので、やはり食べ物を提供するとい

うか、文京区としての子ども食堂としては、交流の場としての意味が大きいのかなと思ってい

るんですけれども、それがどこにあるかが分からない。 

【ファシリテータ―】 

 例えばですけれども、みんなでアイデアを残すのに、安心して多世代交流ができる場を知る

ためにはどうしたらいいだろうかってみんなで考えてみると、いろいろ出てくるかもしれない。 

【参加者】 

 カフェや食堂の存在は知っているんだけれども、行く勇気がない。行って、何ができるの。 

【ファシリテータ―】 

 勇気がない。 

【参加者】 

 １人じゃ、確かに行きづらいですよね、最初の一歩が。 

【ファシリテータ―】 

 場じゃなくて、今○○さんは、どっちかというと多世代交流ができる、何だろう。 

【参加者】 

 きっかけづくりですよね。 

【ファシリテータ―】 

 今日のきっかけは何ですか。 

【参加者】 

 女房が申し込んじゃったの。当たっちゃった。 

【参加者】 
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 例えばですけれども、今の○○さんので言うと、多世代交流できるきっかけをつくるみたい

な感じで考えると、出てくるかもしれませんね。どちらでも、皆さん。 

【区長】 

 今お聞きしたよね、子ども食堂もそうだし、今日の場だって、自分は行く勇気がなかったん

ですよね。奥さんが、ぼーんって背中を押した。 

【ファシリテータ―】 

 じゃ、きっかけづくりをやってみます。ちょっと今までにない感じのテーマなんですけれど

も、だからこそ面白いかもしれない。 

 ちょっと私のほうで今、まとめますけれども、安心して多世代交流できるきっかけをつくる

には、どうしたらいいだろうか。このときに、これから皆さん、キーワードを書いてもらうん

ですが、またここでお願いなんです。区がやるんじゃなく、自分たちでやれることは何だろう

かというのを、できるだけ挙げてほしいんです。あるいは、区と一緒になってやれることは、

そういうふうな感じで、１枚に１アイデアの何かキーワードを書いて、まず書いたら、ちょっ

とお手元に何枚か、その書いたのを置いておいてほしいなと思います。 

 じゃ、お好きな色を取っていただいて、あと附箋もお好きな、お好きなというか、そんなに

種類あるわけじゃないかもしれません。 

 キーワードだけ書いておいてください。そうしたら、キーワード後で聞きますので、何です

かって。 

 取りあえず、３分ぐらいで様子見ましょうか。３分で３枚ぐらい書けたらいいかもしれない

なぐらいの感じで。周りの人のをちらちら見ながら、こうやってやればいいんだって感じでや

っていただいて大丈夫です。 

 何か私、キーワード抜いたかもしれません。安心して多世代交流できる。 

【参加者】 

 きっかけ。きっかけをつくる。 

【ファシリテータ―】 

 多世代交流できるきっかけか、そうですね。失礼しました、大丈夫ですね。 

 つくるにしましたけれども、参加するとかでもいいかもしれませんね。 

 場に参加するとかでもよかったりします。先ほどの○○さんは、そんなイメージでしたかね。 

 まず、皆さん、何枚ぐらい書きましたか。 

 ○○さん、やっぱり一番多そうだから、１枚何か出してもらってもいいですか。 
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 子ども広場、公園、どういうことを書きましたか。 

【参加者】 

 公園がうちの近所に、駒込病院の前の公園もあるし、それから千駄木小の裏の公園もあるん

だけれども、この前、千駄木小裏の公園の、結構広いグラウンド場があるんですけれども、真

ん中に植木が置かれちゃったの。 

【参加者】 

 ボール遊びできないように。 

【参加者】 

 そう。それで、何て書いてあったかな、危なくないように遊びましょうって書いてあって、

多分、察するに、子どもたちがわいわいがやがや、いつもボール遊びなんかしているから、ご

近所から苦情が来ちゃったのかなと思って。 

 そうすると、今まで楽しくボール遊びやっていた子どもたちの数が減っちゃったので。だか

ら、仕方ないのかなと思いながら、子どもが安心して騒ぐって変だけれども、大きな声を出し

てにぎやかに遊べる広場というのがあったらいいな。また、公園がそういう場所として、今ま

でと同じように確保できればいいなって。 

【ファシリテータ―】 

 なるほどね。広場や公園、遊べる子どもたち。 

【参加者】 

 まだしゃべっていいですか。 

 千駄木小の育成室は、ご存じのように校舎の裏側にあって、小山がある大きな広場になって

いるんですよ。柿の実がなる柿の木があり、ケヤキがあり、あそこはトンボが飛んで、セミが

鳴いて、カエルが出てくるの。子どもはたった15分、15分だけど、サッカーやったり、野球や

ったりして大騒ぎしているわけ。それがすごく、僕は２年間楽しかったんだけれども、そうい

う場を確保できればうれしいな。 

【ファシリテータ―】 

 自然もということですね、きっと。 

【参加者】 

 はい。 

【ファシリテータ―】 

 分かりました。そういう場があると、確かに。 
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 ちょっと場所という感じで挙げてくれましたけれども、場所つながりで書いた。 

【参加者】 

 私は、青空体操教室と書いたんですけれども、昔はよく公園で遊んでいると、近所のおじち

ゃん、おばちゃんとかがサッカーのやり方を教えてくれたり、大人が関わってくれていたと思

っていて、でも、今息子が公園で、それこそ駒込病院の前の公園で、夏、水遊びしていたら、

水を使うんじゃないってどなられたとか言って、えー、まあ、水大事だけどねって息子には言

っておいたんですけれども、子どもが大きい声を出して遊んでいると、結構怒られることがあ

って。もちろんボール遊び禁止の公園も多いですし、でも、ネットがある公園って、野球をや

っていたりとかすると、ちっちゃい子は遊べないですよね。 

 だから、もちろん常識の範囲内でというのは当然ながらも、もっと子どもが子どもらしく遊

べればいいのにな。自転車乗っていたら怒られたりとか、じゃ、自転車の練習どこでするのっ

ていうのがあったり。 

 ただ、もう、大人と子どもがわざわざ教室っていって時間決めて月謝取ってとかじゃなくて、

その場にいる人たちに声かけて、鉄棒苦手な子に大人が教えてあげたりとか、そういうことが

できればなって。 

【ファシリテータ―】 

 きっかけつくるためには、そうすると。 

【参加者】 

 挨拶かなって。挨拶がまず基本かなっていう。 

【ファシリテータ―】 

 これは、ある意味体操教室という、ちょっとしたイベントを定期的にやっていく中で、関わ

っている人たちが挨拶をしていく。 

【参加者】 

 そうでもいいですし、普通に公園で遊んでいて、今でも声かけてもらって、例えば、親子が

サッカーで遊んでいると、僕も僕も僕もって子どもが増えていくので、お父さんが教えてくれ

たりとか。わざわざ開かなくても、その場にいる大人が遊び方とか危険なこととかを教えてく

れるというのが、今もまだあると思っているので。まずは、挨拶をきっかけに広まっていくと

いいなって。 

【ファシリテータ―】 

 大人から、そうしたら声かけして。 
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【参加者】 

 大人から、剣道でもサッカーても、大人から挨拶しましょうって、先生たちも私たちに言わ

れていて、子どもに挨拶しましょうじゃなくて、大人から挨拶すれば、子どもは返します、そ

れを習慣化していきましょうって。 

【ファシリテーター】 

 ちょっと突っ込んだ質問するけれども、大人が声かけするためには、逆に、何か。 

【参加者】 

 ああ、どうなんでしょう。それは習慣なんですかね、どうなんでしょうか。近所の人に会え

ば、おはようございますとか、朝だったら、行ってらっしゃい、行ってきますとかっていうの

を、私は田舎で育ったのでやって当たり前。でも、都会育ちの方は、大人と挨拶をしたらいけ

ませんみたいなことを言われて育った方もいるので、難しいなとは思いつつ、うちは近所の方

たちにみんないい方なので、もともと夫が生まれ育った家に住んでいるから、挨拶しなさいっ

て育てましたけれども、挨拶確かに難しいですね。 

【ファシリテータ―】 

 でも、こういう意識のある人たちが、大人からの声かけを、挨拶して、こういう場でという。

ありがとうございました。 

 今、場の話から、ちょっと行動の話が出てきましたけれども、どうですか、こんなことを何

か書かれた方いますか。 

【参加者】 

 私、告知方法ばっかり。 

【ファシリテータ―】 

 告知方法。告知方法、ちょっと待ちますか。もしなかったからいきますけれども、何か。 

【参加者】 

 ちょっと抽象的なんですけれども、自分で場をつくっちゃいましょう。自分で好きなもの、

好きなあれで、自分でこう。区役所内、社協でいろんなメニューがあるんで。 

【ファシリテータ―】 

 自分で場をつくるって。先ほど○○さんは、暮らしの保健室という場の紹介してくれました

けれども、○○さん自身、どういう場をイメージしていらっしゃるんですか。 

【参加者】 

 今のところは、まず子ども食堂。これは本当に、さっき言われていたけれども、大人のコミ
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ュニティーの場でもあるし、子どもがご飯食べるのに対して、親が騒ぐというのもあるんです

けれども、今、多世代型のランチ会をやっています、週１回。 

【ファシリテータ―】 

 多世代型ランチ会。 

【参加者】 

 ランチ会。これもやっぱり社共のふれあいいきいきサロンの枠組みで、ごはんとみそ汁とふ

りかけだけ用意して、あとは、お母さん、用意してくださいよと、ご自分でね。いろな方が本

当に、子連れからお年寄りから、いろんな方が見えて、ただ食べるだけなんですけれども、そ

ういう。 

【ファシリテータ―】 

 そこに、先ほど○○さんは、そういう場があるのは多分、行く気、勇気がっておっしゃって

いましたけれども、その勇気は何かありますか。 

【参加者】 

 踏み込む。その人の意識を少し変えてもらう、飛び越える勇気を与えて、与えるというか、

自分で持ち込めばできるんだけれども。 

【参加者】 

 ビール持ってっちゃいけないの。 

【参加者】 

 いや、いいですよ。 

【参加者】 

 本当ですか。 

【参加者】 

 自己判断で。勇気を出すために、それが必要だったら。力を借りて。 

【区長】 

 １本までとか。こまじいと似ているわけですね、そうしたらね。 

【参加者】 

 そうですね。 

【ファシリテータ―】 

 こまじいは分かりますか。こまじいの説明を。 

【区長】 
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 社会福祉協議会が中心になって、小地域福祉活動です。小地域福祉活動というのは、エリア

が小さなところで、いろんな、みんなの助け合いのシステム、仕組みをつくりましょうという

ことで、その第１号が、本駒込にあるこまじいのいえですけれども、そこはまさに建物、元町

会長さんの弟さんが住んでいた空き家を提供してもらって、そこが居場所になっている。お年

寄りもいれば、放課後の子どもたちが来て、そこでゲームとかしながら遊びに来たりしながら、

高齢者の人はランチ会とか、夜もビールは１本までとかというふうに。健康マージャンはやる

けれども、絶対賭けないとか、何かそういう、自分たちでルールを決めて、いろんなことをや

っています。 

 そういうのが、区内に幾つかでき始めていて、それは社会福祉協議会に地域支援コーディネ

ーターという職員が、いろんなネットワークをつなげながらそういう場づくりをやっている。

さきちゃんちもそうですよね。 

【ファシリテーター】 

 そういうこまじいのいえとか、例えば今のさきちゃんのいえとか、何かしたときの、○○さ

んの最初のこだわりというか、おっしゃっていただいたきっかけですね、勇気のところ、そこ

が。 

【区長】 

 そこにそういうのがあるというのを知っても、なかなかがらがらっと開けて行けない。 

【ファシリテータ―】 

 行きづらいですよね。 

【参加者】 

 こまじいのいえとか、それからさきちゃんとかというのは、何か僕らのようなじいさん、ば

あさんしかいないのかなと思ったんだけれども、そうじゃないんだ、今の区長の話だと。 

【区長】 

 例えば、平日の午前中は未就園の、保育園だとかに行っていない、生まれたばっかりの子ど

もを連れたママさんとかが結構来ているんですよ。そのママさん同士の情報交換の場がそこで

できて、家の中で孤独な子育てするよりは、そういうところに来てやり取りをして、お昼ごろ

になると、コロナの前だったらお弁当持ってきたりとかというのもあったけれども、今は一旦

帰ったり何かして。 

 そうすると、高齢者の人たちがいろんな活動をしに来て、おばあちゃんたち、朝洗濯が終わ

ったぐらいの時間に現れて、いろんな活動をして、午後になると低学年の子たちが学校から帰
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ってきて、多世代交流していますね。 

【ファシリテータ―】 

 今の○○さんの質問で、多分、いろんなところがあるようで、どういう人がいるのかという

情報が見えていないんだなというのがありますよね。 

【区長】 

 そうですね。それ、多分、自分から取りに行かないと、その情報は入ってこなくて、それぞ

れの居場所が、さきちゃんちなんかも貸しスペースみたいになっているから、この間行ったら、

９月は、１日を除いて土日も含めて全部回っているんですね。その予定表とかは公表されてい

るんです。紙でもネットでも公表されていて、自分の興味あるところに行けばいいというよう

になって、こまじいもそんな感じですね。 

【ファシリテータ―】 

 貸しスペースのイベント、今日貸していただいているこちらの露地さんも、貸しスペースで

借りることができますので、よろしければ。 

【店員】 

 健康マージャンもやっていますんで。 

【ファシリテータ―】 

 お話ししている間に、○○さんがカフェのオープンデーと書いてくれましたが、これはどう

いう。 

【参加者】 

 さっきの私のプランと同じなんですけれども、持ち回りで、当番制じゃないですけれども、

まちのカフェがオープンデーみたいなことをやってくれたら。 

【ファシリテータ―】 

 まちのカフェがオープンデー。 

【参加者】 

 オープンデーをやってくれて、どなた様でもみたいな形で入ってくれれば、何かお店の宣伝

にもなるし、近所の人も入り浸りやすいし、１杯飲んだら帰ってくださいじゃない日ですよと

いうような感じで交流できたら、地域の活性化にも、経済的にも潤っていいんじゃないかなっ

て。 

 何か誰でもいいです、お茶出しますだけだと、何かちょっと福祉っぽい香りがしちゃうので、

ちょっと福祉感嫌だなという方もいるかもしれないので、そういった方向けには、地域活性も
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兼ねて。 

【区長】 

 小地域活動の場所って、福祉っぽいですかね。 

【参加者】 

 何となくそんな感じがしちゃって、私の偏見かもしれない。でも、年中私は顔を出している

ので、慣れているといえば慣れているんですけれども。 

【区長】 

 さきちゃんもそうですか。 

【参加者】 

 いや、私は全然ないです。どこでも顔出しちゃうんで、それこそハードルが低過ぎて、最初

の一歩が全然軽いので。なので、私は全然何とも思わないんですけれども。 

【参加者】 

 私はマコトさんと一緒で、もう既に出来上がっている関係かもしれないといったところに。 

【参加者】 

 アウェイな感じになる。 

【参加者】 

 そう。自分だけで行くとか、自分の子どもだけで行くと、お客にその子連れだと、子どもと

世代とか性別が違うと、帰ろう、帰ろうみたいになるのも、連れて行ったのに面倒くさいなな

んて。 

 一歩、１回いけばきっと行けるんですけれども、一緒ですね、いる人の情報が分からないか

らから、きっかけがあっても。 

【ファシリテータ―】 

 ちょっとアウェイ感。 

【参加者】 

 アウェイ感、気になりますよね。 

【参加者】 

 きっかけなのか分かんないんですけれども、僕が教わっている尺八の先生が40代なんですけ

れども、若い方なんですよ。富山からこっちへ来てマンション住まいなんだけれども、なかな

か発表する場がない。それと、文京区の中には、いろんな音楽家、あるいは文化人、有名じゃ

ない人もいっぱいいると思うんだけれども、そういう人が発表できる場があるといいなって言
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っていたんだけれども、例えば、今のようなところに、今度誰々が来てこんなやつをしますみ

たいなことがあると、それがきっかけで、近所だったらば行くかなと思って。 

【ファシリテータ―】 

 今、○○さんがお寺って出してくれて、何かそういうのも含めて。 

【参加者】 

 文京区は、お寺が山ほどあるじゃないですか。嫌だよって、言わないと思うんですよね。 

【参加者】 

 そういう意味では、私がちょっと考えていたのは、自分ができることとか得意なこととかを

登録できるような感じになって、こんなのやってくれたらいいなって、この人にかけてみよう、

連絡してみようかなとか。 

 私、こう見えて人見知りなんで、アウェイ感を強く感じるほうなんですよ。そうすると、な

かなか入っていかれないとかというのがあるけれども、こういうのだったら来てみませんかと

か、こういう方を探しているんで、そのお手伝いにいらしていただけませんかみたいな、人材

のストックみたいな感じで登録ができていたりすると、例えば私とかは、今までしてきたこと

の中で、幼児教育とか家庭教育、ちょっと本とかをつくったりしているんですけれども、そう

いうのがあったりとか、あと書道とか茶道とかちょこちょこっと、まあまあちょっとできるん

ですけれども、でも、そういうのとかをちょっとやってみたい方にお教えしますよとかってい

う得意分野、それはもうスポーツでもいいし、何でもっていうのがあれば、何かこういうのや

ってみたくない、そういう人だれかいたっけみたいな感じだと。 

【ファシリテータ―】 

 先ほどの○○さんが尺八でとか。 

【参加者】 

 そうです。そこ、今言うときだなと、一歩を踏み出しました。○○ちゃんのおかげで。 

【参加者】 

 それこそ道灌山下の裏の文房具屋さんの裏に新しくオープンしたカフェがあるんですけれど

も、そこは、ハッピーナーサリー千駄木小規模保育園という文京区の認可保育園の先生が、お

母さんと子どもの居場所をつくりたいといってつくったカフェなんですね。そこで、講師の方

が見えておはぎづくりとか、あと音楽、それこそ演奏会とかをやっていたりもするんですよね。

行く行くは、何か子どもの預かりとかもやりたかった、やっぱりいろいろ資格とか許可とかも

必要だから、とりあえず、うちは上の子が通っていたので、鍵忘れたとかだったら、うち来て
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いいよって言ってくださっていて、やっぱり何かそういう知らない、やっぱり自分の子どもだ

ったらどこまでいいわけじゃない。信頼できる場所に、ああ、じゃ、何かあったときお願いし

ますってできることが、すごく有り難いなというのと、あと、いろんな、こまじいのいえとさ

きちゃんだっけ、いろんな場所があるということですけれども、文京区の方たちだからこそ、

初めて知り合っても仲よく話せるというのがあるのかなと思っているので。 

 ただ、私、知らなかったんですよね、こまじいのいえもさきちゃんちも、今回、ダイアロー

グカフェの過去の議事録を見て知ったので、何をするのかなと思って、ちょっと私、小心者な

ので。 

 こういうことを、例えば、認可保育園とか幼稚園とか小学校とかって、チラシとか配ってく

れたら知れたかなと思ったりしました。 

【参加者】 

 配らないんですか、小学校ではそういうのを。 

【参加者】 

 これは知らなかったですね。 

 例えば、体操教室とか英会話教室とかのチラシはよく来るんですけれども、文京区の施設に

関してはあまり。図書館とか児童館とかは来るかな。こまじいのいえとさきちゃんのは初めて

でした。 

【参加者】 

 知っていれば、のぞいてみようかなという気にもなりますよね。 

【参加者】 

 そうですね。子ども同士で多分、チラシ、行こうぜってなったら、お母さん連れていって、

そこがまたきっかけになったりするから。 

【参加者】 

 家にチラシが入っていたのかな。だから、こまじいのいえは知っていたのかもしれない。 

【参加者】 

 あれは、駒込地区の町会連合会がやっているんで、町会の人たちが配っているとすると、そ

ういうのが入りますよね。 

【ファシリテータ―】 

 ちょっとここまでを一旦、場所の話があって、人の意識を変えましょうとか、こういう意識

ありますよねという話になって、それなら、場所があってイベントやるといい。でも、それな
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ら情報必要だよねという話が今のところ出ていますが、どうですか、ほか。少し話変わっても

いいですけれども、ピロリンがまだ１枚も出ていないのが気になっているんですけれども。 

【区長】 

 要は、情報は取りにいかないと絶対自分のものにならないですよね。なので、取りに行けば、

いろんなところに情報はあるんです。来るのを待っていたら駄目だというふうに、ずっと言い

続けてきました。ただ、そう言っていても、とても引っ込み思案には見えないけれども、実は

引っ込み思案なんですという○○ちゃんのような人もいるんだということも事実で、これをや

るしかないと。 

【ファシリテータ―】 

 よいチェーンメール。 

【区長】 

 何年か前に、アイスバケツチャレンジ。あれ、何でしたっけ、病気、ＡＬＳ。 

 ＡＬＳの人たちを救おうといって、バケツ、僕も、○○さんという人から回ってきて、僕も

やりましたけれども、あれって完全なチェーンメールなんですよ。あなたのところに回ってき

たら、自分がやるのと同時に３人の人にこれを広げてくださいというやり方で、その手法をい

ろんな居場所で一斉に、例えば、小地域福祉活動をやっている拠点が６つか７つか出てきてい

て、そういう社会福祉協議会が関与していないカフェだとか何とかを、自分の携帯に入ってい

る近所の人３人に、こういうイベントあるんだけど来ないっていうのを広げる日というのをつ

くる。保育園のときのお友達で最近会ったことがない、最近、もう小学校入っちゃったから疎

遠になっているなという人に、そのときに、何か子ども向けのこういうイベントがあって私も

行くんだけれども、行かないって、３人ずつやるっていうんで広めていく。来てくれた人はき

っかけづくりになるし。 

【ファシリテータ―】 

 新しい口コミ方法ですね。ベースとしては口コミという、そういうことにはなるのかと思い

ますけれども。 

 どうですか、何かこういう情報系の話。何かこうやって広めるといいよとか何とか。 

【参加者】 

 ＬＩＮＥグループはどうですか。ただ、スマホ持っていない方がいるといけないなって。近

所の掲示板なら、絶対誰でも見る場なので。 

【参加者】 
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 見ますね。 

【区長】 

 掲示板見ますか。 

【参加者】 

 見ますよ、お祭りとかあるかなと思って。掲示板、結構いろんなところに文京区はあるので。 

【参加者】 

 あります、あります。 

【区長】 

 区の掲示板と、実と町会の掲示板とあって、貼っているもの違うんですよ。 

【参加者】 

 そうなんですね。 

【参加者】 

 知らなかった。 

【参加者】 

 区の掲示板って、逆にどんなやつなんですか。何とか町会って書いていないやつ。 

【区長】 

 書いていないやつ。掲示板は何か所あるんですか。 

【広報課長】 

 約200か所あります。 

【参加者】 

 この辺だと、どこにあるんですか。 

【参加者】 

 浅間神社の入り口。 

【参加者】 

 分かりました、ガラスが貼られたような立派なやつ。 

【参加者】 

 なるほど、なるほど。町会のやつは野ざらしですもんね。 

【区長】 

 町会の掲示板も今、ガラスが貼ってあるのを選択してつくっているところがありますので。 

【ファシリテータ―】 
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 ちなみに、その町会とか、区のやつでもいいんですけれども、それは自由には貼れないです

よね。 

【広報課長】 

 自由には貼れないです。 

【ファシリテータ―】 

 町会、クエスチョンがついている。 

【参加者】 

 うちの町会、いまだに回覧板が回ってくるんですよ。 

【参加者】 

 来ますね。 

【参加者】 

 回っていますね。 

【参加者】 

 ちょっとやめていただきたいなと思いつつ、こっちはネットで情報を拾っていくので、回す

だけ面倒くさいなと思いつつ。 

 例えば、災害のときはもちろん一致団結しますし、防災訓練とかあったら参加するんですけ

れども、それ以外のお知らせは大丈夫だよというふうに、町会長さんに私は伝えてしまってい

るんですけれども、町会になぜ私たち、この子育て世代が参加しているかというと、おみこし

担がせたいので。 

 あとは、やっぱりその地域の方と、地域で子どもを育てていただいていると思っているので、

交流させたいという思いがあって参加をしているんですけれども、例えば、ごみ置き場の掃除

をするとか。なので、町会の回覧板を回すであるとか、町会から発信してもらえれば、結構い

ろんな多世代に伝わっていくのかなって思います。 

 今回のダイアローグカフェも、私はＬＩＮＥで知ったので。私の親戚はみんな知らなかった

って、ＬＩＮＥに登録している文京区民、多分、今何人ぐらいいらっしゃるんですか。 

【広報課長】 

 ２万9,000人ちょっと。 

【参加者】 

 そんなにですか。 

【広報課長】 
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 友達登録はしていただいています。 

【ファシリテータ―】 

 その前に、○○さん、ＬＩＮＥグループで告知ってありましたけれども。 

【参加者】 

 これは、広げたい人がグループをつくってやったらいいんじゃないですか。 

【ファシリテータ―】 

 今の３万人の話じゃなくて。 

【参加者】 

 違います。 

【ファシリテータ―】 

 グループを。 

【参加者】 

 場所ごとに。寺院なり何なりで。 

【区長】 

 ちょっといいですか。このお祭り、おみこし、町会で、実は今年、衝撃的なことが起きてい

て、コロナで三、四年できなくて、久しぶりに始めましたよね。子ども増えているんで、お祭

りに参加をする子連れの人たちというか子どもたちは、とっても増えたんです。ところが、奉

納が上がらないんですよ。町会、寄附が上がらない。激減しているんです。 

【参加者】 

 俺、それを言いたかった。ごめんなさい、話取っちゃって。 

 寄附金が出るでしょう。僕もちゃんと、どこのが出ているのか見るんだけれども、少ない。 

【区長】 

 これ、何でかというと、町会の人たちは、僕たちが説明する話じゃないしなと言っていたけ

れども、実は町会の会計とお祭りの会計は、政教分離もあるんで、基本的に分かれているんで

す、それぞれの町会。だけど、町会は、子どもも喜ぶし、町会の会計から補助金といって何十

万円か出している町会は結構あるんです。こっちはこっちで会計やっているんですね。だから、

こっちの会計の中で、子どもたちにお菓子あげたり何かしているんだけれども、要は町会、マ

ンション全体で町会に入っているから、その中から賄われているんだろうという前提にあって、

どの町会も大赤字で、来年どうしようと言っているんですよ、今。 

【参加者】 
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 私は、今年お祭り、おみこしあったじゃないですか。でも、自分の町会のおみこしがどこか

が分からなくて、家の前でわっしょい、わっしょいと言っているときに、うちの子どもも入れ

てくださいと言ったら、文京区の方はいい方で、入れてくださるんですね、どうぞどうぞって

言って。千駄木駅のほうまで来て、お菓子いただいて帰ったりとかしたんですけれども、自分

の町会で、要らない回覧板は回ってくるのに、この日おみこし担ぎますか、イエスかノーかみ

たいな質問もないし、いつお祭りするかも、結局掲示板とかを見ないと分からないし、見てい

ても、おみこしをどこに行けば担げるのかという案内が、一町会員にはないんですよ、ご連絡

が。 

【参加者】 

 確かにないかも。 

【参加者】 

 うちの前の子どもの山車は、じいさん、ばあさんがやっている。だって、子どもいないもん。

こんな抱いているよちよち歩きの子どもが四、五人であの山車を引っ張っていて、配るお菓子

も余っちゃう。 

【区長】 

 でも、ほとんどの町会は、僕、全部の町会のみこし行きました。 

【参加者】 

 大きなみこしは、いつも余っちゃうんだけれども、今年はあげられなかった、人がいないか

ら。 

【参加者】 

 それ、伺いますと、何か天祖神社でも、おみこし大きいのがあるのに、人足りなくてあげら

れなかって。 

【区長】 

 天祖は、今年は宮みこしあげる年じゃないんです。だから、それは違う情報です。 

【参加者】 

 そういうことなんですね、なるほど。 

【参加者】 

 でも、上動五三会なんかは、いつもみこし団体があるでしょう、あげる団体。あれを頼んで

いたんだけれども、多分頼むだけの、それこそ寄附金じゃないけれども、お金がなかったのか

もしれない。あるいは、ほかのところに回っちゃったらしい。 
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【区長】 

 そこで言いたかったのは、やっぱり地域の文化を支えている、これまであった仕組みを知ら

ない新住民の人たちが増えていて、ただで参加ができてお菓子がもらえるものでは、そもそも

ないわけじゃないですか。だけど、そこからやらないと、地域や町会、町会は、役員の人たち

が高齢化が進んでいて、もうこれ以上お世話大変なんだと言っている人たちのほうが多いのに、

その人たちがしっかり情報を出してくれないと受けられないという話をしても、多分町会の活

動を支えられないんですよね。 

 だから、それは○○さんが言うように、自分たちが入っていくしかないとは思います。 

【参加者】 

 どうしましょうね。 

【参加者】 

 回覧板は小学校と中学校の学校だよりしか入っていないよ。だから、お祭りの何日に、この

時間にやるから、このときみんな来てねって回覧で回せばいいのに、それがないの。 

【参加者】 

 赤十字の寄附とか、あと、毎年２回ぐらい、どこかの団体に寄附しませんかというのは回覧

板で回ってくるんですけれども、お祭りの寄附は回ってきていなくて。 

【ファシリテータ―】 

 私の疑問として、回覧板のそういう情報源は、誰が作るんですか。 

【区長】 

 町会の掲示板は町会です。町会の役員さんたちが、手分けして書く。 

【参加者】 

 回覧板は町会長ですかね。 

【ファシリテータ―】 

 例えば、そういうときに、今の話だと、○○さんがこういう情報、例えば、みこしを担ぐ情

報がなかったとか、そういうので何が欲しいんですよというのを、町会のほうに言っていく必

要があるということですか。 

【参加者】 

 そうですね。 

【ファシリテータ―】 

 例えば、それ、町会も町会でお金がなくて、仕組みが、どういう仕組みで回っているんだよ
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というのをちゃんと回覧板で書かれるのならば、そういうところに掲載をする、情報を載せて

いく。 

【区長】 

 回覧板は回せなくなってきていますよね、担い手不足で。 

【参加者】 

 回覧板が、何かの期日を知らせる回覧板というのも、過ぎた頃に入っていたりする。 

【参加者】 

 あります。 

【参加者】 

 それこそ赤十字とか歳末助け合いとかでも、集めますが先に来ちゃったりするんです。封筒

来ていませんって言うと、３軒前のおうちにまだ、回覧板に挟まっているのがある。やっぱり

昼間お留守のうち多いので、１日１軒しか進まなかったりするんですよ。 

【ファシリテータ―】 

 そうなりますよね。 

【区長】 

 回覧板は機能しないんですよ、そういう意味で。 

【ファシリテータ―】 

 そういう意味で、○○さんがさっきおっしゃった回覧板は要らないんだけれども、それから、

○○さんがおっしゃった、例えばＬＩＮＥのグループでいいんじゃないのとか、そういうこと

ですよね。 

 だから、情報の在り方がだんだん変わってきているから、どう変えていけばいいかを言わな

いと、町会も判断が難しいのかもしれないと思います。 

【参加者】 

 会計の人が全部回っていって、赤十字の募金とそれから祭礼の募金は、回って、最初にやっ

てきた後は、全部ポストに入れいますよね、寄附金とかも。それを持っていって、会計の人の

ところへ持っていくってシステム。だから、回覧板使っていないです。 

【ファシリテータ―】 

 そういう町会もあるんですね。 

【参加者】 

 それいいです。 
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【参加者】 

 いいですね。 

【参加者】 

 うちの、原町町会なんですけれども、文書の紙は全部、全戸ポスティングされていて、全部

お一人で。会計の関係は全部分かっている。こちら、もうすっきりしています。 

 あと、お金の関係は全部管理費から引き落とし、一緒に契約していて。マンションに前町会

長が住んでいるんで、そういうこともあるかもしれませんけれども。 

【参加者】 

 それこそお子さんと一緒に、各ポストに入れようみたいな日とかつくって、みんなで遊んじ

ゃうとか。 

【参加者】 

 区報と一緒に入れて、できますね。 

【参加者】 

 そうしたら、こういうシステムがあるんだって、子どものときから何となく分かるんだろう。 

【ファシリテータ―】 

 多世代交流のきっかけで、町会というところが１つキーワードになりますけれども、全然そ

れで構わないんですけれども、町会も在り方をちょっと見直す必要性があるようなニュアンス

を、今皆さんがおっしゃっているように思うんですけれども。 

【参加者】 

 ちょっとした愚痴になるですけれども、今年何かの記念の年だったみたいで、町会で記念品

をつくりました。いただいたものが、すっごい重たい、灰皿にもならない、何か使い方は自由

です、ペン立てにでも植木鉢入れにでもといって、ドーナツ型の、でも、下空洞でもないもの

をいただいて、配る方も大変だっただろうし。 

 今までの人生でもらったものの中で、要らないものベスト１だわみたいなようなもの、でも、

会費を使って、恐らく誰かが決めて、発注してやっているんですけれども。 

【区長】 

 町会の名誉のために補足をしますけれども、人によって受け止め方が違うんで。あれは、そ

の町内に有名な左官屋さんがあるんです。その左官屋さんに、町会が記念となるものを、すご

い左官職人の中では、国連のイベントか何かにも参加したことがあるぐらいの有名な左官屋さ

んで、そこにわざわざお願いしてつくったもので、コンセプト、受け取った人それぞれの反応
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は違うだろうと。 

【参加者】 

 コースターだったらまだ使えるなとか、よくその左官屋さん、ご自由にどうぞといって、切

れ端のタイルとかを置いてくださったりとかしていて、だったら、切れ端のタイルでよかった

のに。 

【ファシリテータ―】 

 それを、今の○○さんので言うと、町会でこういうのを作ろうと思うんだけれども、何かこ

ういのうが欲しいとかありますかみたいな、ちょっと意見を交換するような場とかきっかけが

あったら。 

【参加者】 

 町会員からしたら、勝手に会費使い込まれたみたいな。 

【区長】 

 やはり、町会役員に立候補したほうがいいんじゃないですか。そう思う。すごいウエルカム

だと思います。 

【参加者】 

 町会の役員って、なかなかやめないよね。 

【参加者】 

 やめないです。 

【区長】 

 今、成り手がいないんで、やってくれるっていう人が出てきたら、逆に、そんなにできませ

んっていうぐらい、これもやってください、あれもやってくださいって言われる。 

【参加者】 

 町会、オープンデーやりたいですね。何でもオープンにしたがる。 

【参加者】 

 もっと何かまちの防災グッズの費用として使ってもらったりとか、例えば、お年寄りが歩き

やすいようにどこかに手すりをつくったりとかというふうに使ってほしかったなって。 

【参加者】 

 今、○○さんたちの話を聞いていて、本当に町会というのがきっかけで、多世代交流の場に

もなるし、あと勇気のない方が入っていくきっかけにもなるし、そういうふうな活用、活用と

いっては言葉が悪いかもしれませんけれども、それは何か軸になる組織。 
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【参加者】 

 機能ですよね。 

【ファシリテータ―】 

 機能ですね。機能になり得ますよねというところが、皆さんと。 

【参加者】 

 皆さん、どうしてほしいかも多分分からないですよね。誰も何も言ってくれないし。 

【参加者】 

 現状、町会はアウェイですよ。 

【ファシリテータ―】 

 町会がアウェイ。 

【参加者】 

 はい、アウェイです。 

【参加者】 

 やっぱりオープンデーだ。 

【参加者】 

 町会費が年に１回集めに来るし、そういう募金とかの要求にも来るし、町会の名簿とかって

いうのを、13年ぐらい前に引っ越してきたんで、大塚に引っ越したのが千駄木から、名簿とか

っていうのをいただいたりとかはしましたけれども、何かこう、これ、取りあえず年に１回判

こを押してもらう台帳だけ、町会費の。これだけはなくさないようにしなくちゃねって、どっ

かにしまうみたいな感じ。 

 ここに入っていくのって、どういう人が入っているの、どうやって入っているの、誰がやっ

ているの、どこでやっているのみたいな。千駄木にいたときは東林町会というところにいたん

ですけれども、東林町会は東林町会の、今は知らないですけれども、あったので会館みたいな

ので。あそこで集まっているのねっていうのが分かっていたから、まだ分かりやすかったんで

すけれども、今、○○町会というところけれども、どこで集まっているかも知らないし、集ま

っているかどうかも知らない。 

 だから、例えば防災訓練をやりますって、集まりますよとかって、来ることは来るんですよ。

たまに、それが日にちよりも前に回覧板で回ってきても、いや、誰が来るのって、どうやって

行くのって、うちからどっちから回っていくのとか、いろんなこと考えちゃって。 

【ファシリテータ―】 
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 そうしたら、ちょっとみんなに、ちょっと今、お時間も少しあるので、町会ってすごく、何

か今までになかった発想のキーワードが出てきているんですね。町会を、私たちがうまく関わ

るとか活用するためには、こんなことできるかもって、ちょっと考えてみませんか。町会が駄

目だと言っちゃうと、それは話が途切れちゃうので、せっかくあるこの町会のシステムを、何

かこうしたらいいという。 

【参加者】 

 何かクローズな感じがするんですよね。 

【参加者】 

 年に１回、町会長の集まりで決まりましたみたいなことを報告されることがあるんですけれ

ども、それ、町会長はどうやって選任されたのかとか、町会長の集まりに私たちは行けなかっ

たのか。 

【ファシリテータ―】 

 町会長の集まりに、町会のまず集まりの形に。 

【参加者】 

 町会の集まりが、じゃ、あるのかないのかという情報もないまま、ただただ登録をし、引っ

越してきよね、はい、じゃ、町会入っているよ、会費払ってね、2,000円ね。毎年毎年、じゃ、

今年の年会費っていうのを言われるだけで。 

【ファシリテータ―】 

 多分、町会の総会的な案内は、私のところは来るので。 

【参加者】 

 本当ですか。私は、回覧板は見ているんですけれども。 

【ファシリテータ―】 

 ぶっちゃけ、でも、大体もう内定はしている雰囲気はあるんですけれども、行けはすると思

うんですけれども。 

【区長】 

 コロナ禍の３年間は、書面開催をしている町会は随分ありました。 

【ファシリテータ―】 

 ああ、確かに。 

【区長】 

 だけど、基本的には、総会を開いて、そこで委任状を取ったりなんかして意思決定していく
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ケースがほとんど。 

【参加者】 

 委任状は集められたりとか、出欠とかは来ますけれども、これ、行っても知らない人ばっか

りだし。 

【ファシリテータ―】 

 さっきの○○さんの、これ、勇気を持っていくという、あの話ですね。 

【参加者】 

 知らない人ばっかりだし、何かもうできている話なんでしょうって、私が今行って、どうに

かなるのみたいな。 

【参加者】 

 例えば、町会の役員が決まったらば、そのお披露目で、町会オープンデーとか。 

【参加者】 

 やっぱりオープンデー。 

【参加者】 

 それこそ、上動五三会だったらば、千駄木小学校の体育館を会場にして、それこそ誰かを呼

ぶんですよ。音楽をやる人、あるいは何か、どんな出し物でもいいから、人集めになるような

ものをやって、文京区は大学生もいっぱいいるじゃないですか。 

【参加者】 

 千駄木小学校はジュニアオーケストラがいるので。 

【参加者】 

 そうそう。そういうオープンデーにして。 

【ファシリテータ―】 

 オープンデーとかに大学生を活用する。 

【参加者】 

 うん。で、ついでに役員紹介する。 

【参加者】 

 理由が必要ですよね、何か。 

【ファシリテータ―】 

 総会じゃちょっと何だけど、こういうのがあって。 

【参加者】 
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 長々と話されたって、みんな困っちゃう。 

【参加者】 

 確かに。 

【参加者】 

 フラダンスでもいいですしね、何か町内のお母さんたちの特技。 

【参加者】 

 ごめんなさい、町会って、そもそも公的なあれって、何ですね。発生の根源というか元祖。 

【区長】 

 歴史的には、隣組ですよ。 

【ファシリテータ―】 

 でも、区の制度としてあるんですよね。 

【区長】 

 地域活動団体で、法人格を持っている町会も最近増えています。地縁法人。要は、町会会館

とかを持とうとすると、地縁法人取らないと、町会長の個人名義で相続のときに大変だったり

するんです。地縁法人というのが、ちゃんと法律で法人格が認められて。だから、財産持って

いるところは、そうやっているところが多いですね。 

【ファシリテータ―】 

 区の中でも、町会を管理じゃないけれども、関わっている部署ってあるんですか。 

【区長】 

 区民課がやっていて。 

【参加者】 

 でも、そうすると、自治体の下部組織ではないけれども、区の細かくしていったところみた

いな。 

【区長】 

 例えば区報、区報は、文京区の場合は原則町会に配付をお願いしているんで。それは、今意

地でもそれをやめず、残しているんですよ。というのは、見守りになるので。できなくなって、

シルバー人材に再委託しているところも出てきていますけれども、担い手がいないんで。 

 町会そのものは、町会活動をしている人以外には、あまり評判のいい話を聞くことがないん

だけれども、でも、なきゃないで、多分、じゃ、どういうやり方があるんですか。 

 町会を改善しろっていうよりは、そうじゃない人たちが別のネットワークをつくったほうが、
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早いのかもしれないですね。 

【参加者】 

 せっかくあるのにね。 

【区長】 

 せっかくあるので、それを活性化させて、すごく出入りをしやすいようなところにするため

には、やっぱり自分が入らないと難しいと思います。 

【ファシリテータ―】 

 そうですね。 

【ファシリテータ―】 

 、札がまだ残っている方、もしよろしければ出していただきたいんですが、ピロリンは何で

すか。 

【区長】 

 さっきのオープンデーにも似ているんですけれども、お試し。これ、ボランティアでなくて

も、何かを、いろんな活動をやるときにお試し期間があるところを、きっかけづくりのために

はお試しの、それもオープンデーのうちの１つなのかもしれないんですけれども。 

【ファシリテータ―】 

 そうですね。 

【区長】 

 あと、もう一つは、このお話の最初が子ども食堂のお話だったんで、子ども食堂がどこにあ

るか分からないというのは、実は分からないことも大切で、子ども食堂は、今十幾つ区内にあ

りますけれども、その３分の１以外はどこでやっているのかオープンにしていません。それは

なぜかというと、子ども食堂の一番最初の目的は貧困対策なので、そこに行っている、地域の

居場所としての子ども食堂、もう完全にここは居場所ですよってやっているところは、すごく

オープンで発信もして、いつでも来てくださいねってやっていて、さっきの○○さんのところ

の子ども食堂なんかは、どうぞ誰でも来てくださいねって。 

【参加者】 

 誰でも食堂って名前変えちゃっているもん。 

【区長】 

 とやっているけれども、もともとのきっかけは貧困対策だったんで、見えない貧困を見えな

い発信するのが大事なので、そこに来ている子どもはそういう対象の子どもなのねっていうふ
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うにならないために、あえてクローズにしている選択をしている子ども食堂もあるので、区の

ホームページとかで子ども食堂一覧ないかなって探しても出てこないです。 

【ファシリテータ―】 

 なるほどね。 

【参加者】 

 ああ、だからなの。 

【区長】 

 それは、何らかの形で自分で取りに行かないと、どこかにオープンにされているものばかり

が正しい情報ではないんですね。 

【参加者】 

 例えば、区の福祉課とかに聞けば分かるということですか。 

【区長】 

 オープンにしているところは分かるんです。 

【参加者】 

 しか分からないんですか。 

【区長】 

 ええ。 

 あと、もう一つあるのは、いろんなところで、ある程度の低所得の子どもたちが塾にも行け

ないから、学習支援の場ってあるんですけれども、それも今、区内に４か所ありますけれども、

これはもう100％、どこにあるか公表していません。対象の子どもたちにはプッシュ型で、対

象のご家庭へのプッシュ型で、こういう事業やっているんで、塾代払って塾に行かなくても勉

強教えてくれますよって話は、対象の子どもたちに教えているんですけれども、それがどこで

やっているのか教えちゃったら、夕方何時頃にそこから出入りしている子は、そういう家の子

だというふうになっちゃうんで、それは教えない。教えない大切さみたいな。 

【参加者】 

 すごいなと思ったのは、今ピロリンがクローズドとおっしゃった、それを広報すれば、きっ

と宣伝にもなるし、文京区のイメージアップになるのに、対象の方のために黙っている。私も

療育で、あんまりオープンにすることではないですけれども、文京区でもうすぐ発信してもら

いたいなと思う。オープンには別にされていないんですよね、療育に本当に力入れていますよ

とか、こんなにいいスクールカウンセラー用意していますよっていうふうに、スクールカウン
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セラーの先生とかもすごくいい方ばっかりだし、教育センターの方かたちもいい方たちばっか

りなので。 

 文京区、目に見えないところにめっちゃお金かかっていると思っていて、だから、何か私も

恩返しできればなと思っているし、子どもたちも、こんなにいい環境で育てられてよかったっ

て思って。それなので、いろんな人と関わりたいなと思ったので、挨拶、人とつながりをとい

うことを言いました。 

 すごいなって、今改めてお話をお聞きして。 

【ファシリテータ―】 

 ○○さんに、何かきれいに最後まとめていただいた感がありますけれども、一旦このダイア

ローグカフェというのはここら辺までにしたいなと思いますけれども、少し出た札、どうです

かね。何か皆さん、この札面白いなとか思ったとか、自分もやってみたいななんていう札あり

ましたか。どうでしょうか。 

【参加者】 

 全てがですね、みんな。 

【ファシリテータ―】 

 全てがって言いましたけれども、何が一番かな。 

【参加者】 

 見えない大切さ。 

【ファシリテータ―】 

 最後のこの紙のところで。 

【参加者】 

 何か人を大切にという思いが込められているという気がして。誰のために、何のためにって

いうのを大切にしながら、してくださっっている。町会とかもそうですね、人のためにってい

うのが大前提だと思いますし。 

【区長】 

 町会の一番手っ取り早い参加の仕方はラジオ体操なんです。 

【参加者】 

 そうですよね。 

【区長】 

 あそこに行って、何しに来たんたって言われることは100％ないですから。町会の活動の中
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で一番オープンでやっているのが、ラジオ体操なんです。 

【ファシリテータ―】 

 ある意味オープンで、場もオープンですね。 

【参加者】 

 町会がやっているんですか。 

【区長】 

 やっていない町会も結構あるんです。定例会場が近いところは、やっていないです。 

【ファシリテータ―】 

 行って知り合う方は、結構町会と関わっているということで。 

【参加者】 

 日数は減っていますよね。 

【参加者】 

 そうですね。 

【区長】 

 それは、本当に担い手がいないからなんです。もう勘弁してくれって、俺たちも年取って、

ずっと人の面倒ばっかり見ていられないって。だって、町会の人たち、一円ももらっていない

んだから、役員さんたち。 

【参加者】 

 うちは毎日でした。夏休み。 

【参加者】 

 行って、スタンプ押してもらって。 

【区長】 

 大きいところはやっていますよ、教育の森公園だとか根津神社とか。10か所、365日やって

いるところがありますから。 

【参加者】 

 私は夏休み、中学生のときに町会の人に言われて、朝礼台で。友達と２人で。 

【区長】 

 それ、きっかけになるわけですよね。よく聞きますよね。 

【ファシリテータ―】 

 皆さん、何かこれに関して。 
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【参加者】 

 私は、やっぱりアウェイ感の払拭みたいなことが、すごい鍵になって。アウェイ感とオープ

ン。 

【ファシリテータ―】 

 アウェイ感を取るために、○○さんは何かオープンに。 

【参加者】 

 はい、やります、じゃあ。スナックなり、カフェなり。みんな来てみたいな感じ。 

【ファシリテータ―】 

 いいですね。 

【参加者】 

 チェーンメールどうかね。 

【参加者】 

 だんだんやります。 

【参加者】 

 さきちゃんちはすごくよくて、私も知らないでふらっと行っちゃって、お弁当買って行っち

ゃったんだけれども、今日、ご飯あるのにとか言われて、何だ、早く言ってよって。知らない

がために、無駄な買物。 

【参加者】 

 ちょっとおしゃれ感が欲しい。 

【ファシリテータ―】 

 おしゃれ感ね。ああ、そうですね、ちょっとね。 

【参加者】 

 トラッドな雰囲気もいいんだけれどもさ。 

【ファシリテータ―】 

 時代に乗っかる。 

【参加者】 

 カフェとか何か。 

【ファシリテータ―】 

 そうですね。 

 ○○さん、何か気になった札とかありますか。 
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【参加者】 

 町会、最近ちょっと気になっていて、それこそ私、ＬＩＮＥでいろいろな情報を取るタイプ

なんで、東京都のＬＩＮＥを登録しているんですけれども、そうしたら、町会と東京都を連携

するみたいのを何かやっちゃいましょうよみたいなのが、東京都からの提案が来たですよ。だ

けど、いや、うちの町会、何やっているんだか分かんないし、何かそういう感じも全然しない

し、もったいないかもしれないけれども、提案する先も分かんないからなとかって、ちょうど

思っていたんで、ちょっと話の流れが町会って来たところが、ちょっと面白かったです。 

【ファシリテータ―】 

 じゃ、今日、ここのメンバーでのダイアローグカフェはここまでにしたいと思います。どう

もありがとうございました。 

 ピロリンからの総括をお願いします。 

【区長】 

 講評というほどではなく、今日も皆さんといろんな、フラットにお話ができて、大変参考に

なりました。なかなか結論めいたものは今日は出なかったかもしれませんが、一歩踏み出す勇

気が必要なんだけれども、それができない人にどう背中を押すのかと、あとは既存の場がどれ

だけそうした人たちを迎え入れるよというのを伝えられるのかというところが、キーワードな

のかなというふうには思いました。その方向で、いろんな活動が地域の中でも行っていかれる

ように、区としても検討したいというふうに思います。 

 今日の場は、アウェイ感ありましたか。 

【参加者】 

 今はなし。 

【区長】 

 これを拡散してください。 

【ファシリテータ―】 

 チェーンメール、チェーンメール。 

【区長】 

 何かそういうフラットな場だったよというのを。 

みんな否定せずにいろいろ提案し合いましょうという場にして今日に至っていますので、こう

いう場を大切にしていきたいと思います。 

 今日はありがとうございました。 
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【ファシリテータ―】 

 ありがとうございました。 

【広報課長】 

 では、お疲れさまでした。 

 これをもちまして、ダイアローグカフェは終了とさせていただきます。 

 


